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第Ⅱ号
農業用機械貸出のご案内

一般財団法人中央市農業振興公社では、中央市の農業従事者の皆様を対象に
農業用機械の貸出を行っております。
貸出農業用機械の種類・使用料金は下記のとおり。

番号 機械名称
使用料金

備考
半日 一日

1
もろこし脱粒機

（コーンシェラー５型）
500円 1,000円

2
大豆脱粒機
（PBT610B）

1,000円 2,000円 自走式

3 大豆選別機 1,000円 2,000円 定置式

4 乗用草刈機 5,500円 11,000円

5 管理機 600円 1,200円

6 動力噴霧器 1,000円 2,000円

7 刈払機 500円 1,000円

8
乗用トラクター
（EG224）

6,200円 12,400円 ２４馬力 キャビン付き

9 マルチ張り機 1,200円 2,400円

農業用機械使用料金表

※機械の使用方法は、ご利用の時に詳しくご説明いたします。
※乗用トラクターについて
田富・玉穂方面に関しては、積載車をお持ちの方に限ります。（タイヤの損耗が原因のため）

農作業受託事業のご案内
一般財団法人中央市農業振興公社では、中央市内の農地を対象に、農地の草刈り及び
耕うん作業等を行っております。農家の皆様のご利用をお待ちしています。

作業内容と料金は、下記のとおりです。

作業区分 作業内容 単位 賃金額 備考

耕うん・耕起 耕うん・耕起のみ 10a当り 11,000円 機械・運搬・洗浄料・（税込み）

乗用草刈り機 乗用草刈機での
10a当り 10,000円 機械・運搬・洗浄料・（税込み）

（刈払機を含む） 草刈り

【注意事項】

・圃場や天候によって、希望の日程に添えない場合や、圃場の確認を行いお引き受けできない場合がございますので、
あらかじめご了承願います。

※作業条件は、圃場条件及び圃場状況によって２０％～８０％の割増賃金が係る場合もあります。  
また、抜根・整地作業については、別途業者見積り対応となります。
但し、急傾斜地等の作業は行いません・※令和４年（２０２２年）４月１日改正

ホームページ インスタグラム Ｘ(旧：ツイッター)

各SNSにて最新情報をお届けしています！

（一財）中央市農業振興公社

山梨県中央市大鳥居3866 TEL:055-269-2411

道の駅とよとみ

山梨県中央市浅利1010-1   TEL:055-269-3424

お問い合わせ

◎中央市の農業生産の担い手の確保と農地の有効活用を目指した「野菜栽
培講座」は本年度で２年目を迎え、現在１５名の受講生が野菜の栽培に必要
な基礎的な知識・技術を習得中です。
◎昨年度に引き続き県中北農務事務所の普及指導員を講師にお願いし、受
講生は土づくり・病害虫防除等の技術普及指導を受けるとともに、公社技術
指導員から実践的な技術指導も受けています。
◎昨年の受講生の中には自己の農地有効利用を目指して、自家用ではあり
ますが野菜栽培を始めた方も現れています。この様な活動の輪を広げながら、
中央市の担い手の確保と農地有効活用を図っていきます。
◎なお、来年度も開講を予定していますので、ご参加をご検討下さい。
※本年度栽培品目 サツマイモ、落花生、枝豆、キャベツ、ブロッコリー、カリ
フローレ、ニンジン、こかぶ等

野菜栽培講座
開講中



中央市果樹農業塾 開講中

ブドウコース
・既に「摘房、房づくり」及び「摘粒、袋掛け」の２回の講習が終了し
ています。
・今後は、９月には農業生産の基礎となる土壌分析とその結果か
ら「施肥管理のポイント」を学ぶこととしています。さらに、冬には
「剪定技術」のポイントと春防除技術についても学ぶこととしていま
す。

桃コース
・既に「摘果、袋掛け、防除等のポイント」及び「除袋、着色管理」の
２回の講習が終了しています。
・今後は、「ブドウコース」同様に９月には土壌分析とその結果から
「施肥管理のポイント」を、さらに冬には「剪定技術」のポイントと春
防除技術についても学ぶこととしています。

土壌分析をしてみませんか？
◎今年度から、中央市内の果樹農業の担い手の確保・育成を進めるため「中
央市果樹農業塾」を「ブドウコース」及び「桃コース」に分け、開講しています。
◎受講生は、新規参入者等の新規就農者と既に栽培経験の長い中核的な担
い手など合計３３名で、県中北農務事務所の普及指導員から実践的な栽培
技術指導を受けています。
◎受講生からは「果樹農業塾で学んだことが、今年の生産に大いに役立っ
た。」との声が寄せられています。
◎中央市果樹農業塾の受講生は、随時受付を行っていますので、受講希望の
方は中央市農業振興公社までご連絡をお願いします。

◎現下の厳しい国際環境の中で、農業生産に不可欠な肥料価格の

高騰が続いています。

◎これまで施肥といえば「経験と勘を頼りに行ってきた。」等の方が

多いと思いますが、今年からは、まず田畑の土壌分析を通じて土壌の

現状（土壌中の肥料成分量やpH）を把握する中で、その土壌に

最適な施肥管理を行うことにより「肥料等の経営経費の削減」を

図りながら、農業経営の安定に繋げていくことが必要です。

◎さらに、「環境への負荷軽減」も図られることにより、環境にも

優しい農業生産の実践が可能となります。

◎さあ、経営の安定のため土壌分析を行いましょう。

土壌分析費用は、無料です。

土壌分析方法

１．１反で約６～１０箇所

２．採取場所は、地図などで番号をつけ印をつける

３．１箇所約２００ｇ～３００ｇ土を採取し袋にいれる

４．採取した土から石などのゴミは取り除き、乾燥させる

５．中央市農業振興公社にお持ちいただいて、後日結果を

ご連絡します。

※受付期間は令和5年10月2日から令和5年10月31日まで

道の駅とよとみ９月のおしらせ

生産者の想いがいっぱい詰まった切り花の販売

シャインマスカットフェア大人気！今が旬のシャインマスカット９月16日

９月29日お月見団子販売 中央市産すすきプレゼント！
プレゼントのすすきは数に限りがございます。品切れの際はご容赦ください

道の駅とよとみ１０月・１１月のおしらせ
１０月山梨県産ぶどう饗宴会フェア中央市産トマト 中玉・ミニ祭り
11月11日 野菜フェア

中央市・御前崎市 姉妹交流促進事業御前崎市 旨いもの物産・観光展
お彼岸 彼岸入り ９月20日（水）～ 彼岸明け ９月26日（火）感謝の集い

開催！
みのりちゃん みのりちゃん


	スライド 1
	スライド 2

